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このほかにもご不明な点などありましたら、教育委員会や各学校までお気軽にお問い合わせください

市内小中学校の
３学期制が
前期・後期制に
変わります

　

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
市
内
の

小
・
中
学
校
は
3
学
期
制
か
ら
「
前

期
・
後
期
制
」
の
2
学
期
制
に
な
り

ま
す
。

　

市
教
育
大た

い

綱こ
う

に
あ
る
よ
う
に
、
子

ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む

た
め
に
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が

協
働
し
て
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
中
学
校

で
、
学
習
の
基
本
と
な
る
次
期
学

習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
と
な
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
学
習

環
境
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す（
次
期

学
習
指
導
要
領
は
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

　

そ
こ
で
、
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
「
対

話
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
き
め
細

か
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
自
分
の

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
「
挑
戦
し
続

け
る
た
く
ま
し
さ
」
を
身
に
つ
け

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、
身
近
な
大
人
が
子
ど
も
た
ち
を

見
届
け
、
認
め
、
励
ま
し
、勇
気
づ

け
を
行
う
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の

達
成
感
、
貢
献
感
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
手
段
の

ひ
と
つ
と
し
て
前
期
・
後
期
制
を
実

施
し
ま
す
。

・
前
期
は
4
月
1
日
か
ら
10
月
第

2
月
曜
日
ま
で
、
後
期
は
10
月

の
第
2
月
曜
日
の
翌
日
か
ら
3

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・
通
知
表
は
原
則
2
回
と
な
り
ま

す
が
、
長
期
休
業
前
や
休
業
中

に
教
育
相
談
や
面
談
の
充
実
を
図

り
、
子
ど
も
た
ち
が
目
標
を
持
っ

て
生
活
で
き
る
よ
う
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
繁は

ん

忙ぼ
う

に

な
ら
ず
、
家
庭
・
地
域
・
学
校

が
協
働
し
て
高
山
市
の
新
し
い

教
育
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直

し
、
改
善
し
ま
す
。

問
合
先
学
校
教
育
課

☎
35-

３
１
５
４

こ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

みなさんの疑問にお答えします

Ｑ：夏休みや冬休みの期間は変わりますか？

Ａ：長期休業の期間は、これまでと同じです。

Ｑ：前期と後期の間に休みはありますか？

Ａ：週休日（土日）と体育の日を合わせた３日間の連
休があります。

Ｑ：中学校の定期テストはどうなりますか？

Ａ：原則、前期と後期それぞれに中間テストと期末テ
ストが実施されます。

Ｑ：中学校のテストの回数や出題範囲は、子どもたち
に負担がないものですか？

Ａ：テストの回数は、現行の定期テストの回数とほと
んど変わりません。また、前期と後期は同じ位の
期間（100数日程度）となります。よって、それ
ぞれに中間・期末テストを実施し、これまでより
等間隔でテストに向けた取り組みができるよう各
学校で配慮して進めます。

Ｑ：前期・後期制になることで、高校への調査書に影
響がありますか？

Ａ：公立高校の調査書には、後期期末テストの結果ま
で反映しますので、これまでと変わりません。

Ｑ：学校行事や懇談の機会等は、どのように変更され
ますか？

Ａ：各学校では、今回を機会に教育活動の見直しを行
います。すでに先行して見直しを進めている学校
もありますので、新たな変更については各学校か
ら詳しい説明が行われます。

Ｑ：通知表の回数が減ることによって、子どもたちの
学習意欲が低下したりしませんか？

Ａ：子どもたちの夢や願いに寄り添い、「対話」を大
切に具体的な目標設定や評価を行います。
結果にとらわれず取り組みの過
程も見届けながら常に認め・励
ます指導を中心に、子どもたち
の主体性を育んで学習意欲を
高めていきます。


